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研究成果の概要（和文）：「国際移民による国民国家への挑戦」の観点から移民・外国人に関する市民権制度の
変容と社会統合との関係を考察していった。比較的包摂的だとされる多文化市民権を採用していった社会では、
一定程度の社会統合が実現していると考えられる。しかし近年、ムスリム移民の増加・問題化や移民・難民の急
増などから多文化市民権の再考が急速に進んでいる。このような多文化市民権をめぐる経験に鑑みて、日本のよ
うなエスノナショナルな市民権を残存させている社会も多文化市民権の少なくとも部分的な導入が求められてい
く。しかし、同時に多文化市民権の修正をも求められるであろう。

研究成果の概要（英文）：Based on the issue of the challenge to the nation-state, This research 
explored relationship between change of citizenship institution and social integration of foreigners
 and international immigrants.Some countries have adopted relatively inclusive multicultural 
citizenship, thereby realising integration of foreigners/immigrants to a extent. However, due to 
increase of Muslim stayers and new immigrants/asylum seekers, they reconsider validity of 
multicultural citizenship. According to these experiences, countries with ethno-cultural citizenship
 like Japan will be pressed to introduce multicultural citizenship, following reconsideration of it.
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１．研究開始当初の背景 
 
戦後国際人口移動の活発化の結果、先進諸国
へ異なる文化を持ったエスニック・マイノリ
ティが移民として流入し、様々な社会問題が
生じている。それら諸問題は「国民国家」と
いう枠組みがどこまで有効なのかという極
めて切実な問いを提示している。しかし、「国
民国家という枠組みへの懐疑」が具体的にい
かなる問題なのかという点に関しては、意外
なほど明らかではない。 
 
1980 年代終わりから、マクロ的志向を持つ
国際移動論・エスニシティ論研究者はこの
「懐疑」を「国際移民による『国民国家への
挑戦』が生じているのかどうか」という問題
に定式化して論争してきた。具体的には、「国
民国家への挑戦」は以下の２つの観点で議論
されている。第１に、出入国管理に関わる主
権への挑戦（「国家主権への挑戦」）。すなわ
ち、グローバリゼーションのために国家によ
る移民管理がうまくいかなくなっているの
ではないか、国家主権は衰退しているのでは
ないかという観点。第２に、単一均質なメン
バーシップとしての市民権への挑戦（「ナシ
ョナル市民権への挑戦」）。すなわち、市民権
の国民国家モデルに対して市民権の新しい
モデルが安定的な代替案として出現してき
たのではないかという観点。 
この論争にはいまだ決着がついていない。議
論を進展させるためには新たな視角の導入
が望まれる時期にきている。 
 
２．研究の目的 
 
「国際移民による国民国家への挑戦」論争は、
グローバルな環境の急激な変容のため新た
な視角からの検討を必要としている。本研究
は、国際比較の観点から移民に関わる市民権
制度の変容を探究することを目指すけれど
も、その探究を市民権制度の変容と国際移民
の社会統合との関係の観点から行うことで
ある。具体的には以下の研究目的を設定する。
第１に、欧米諸国だけでなくアジア諸国にも
焦点を合わせつつ国際比較的な観点から研
究を行うこと。第２に、社会的・経済的・政
治的諸要因によって変容した市民権制度に
よって、移民・外国人の社会統合が推進され
たかどうかを理論的・実証的に説明すること。 
 
３．研究の方法 
 
 市民権制度の変容と社会統合との関係を
探究するため、次の４つの段階を踏んだ。第
１に、既存研究のサーべイを集中的に実施し、
ヨーロッパ諸国に対する理論化が適切かど
うかを批判的に検証した。第２に、欧米諸国
における近年の市民権制度変容の状況をも
把握し、実証的な適切性を検証した。第３に、
市民権制度と社会統合の状況を排外主義に

絞って文献資料などを用いて把握した。最後
に、市民権制度と社会統合との関係を実証的
に説明しようとした。 
 
４．研究成果 
 
移民・外国人の社会統合を近年世界中でわき
起こっている排外主義に焦点を合わせて市
民権制度との関係を考えた場合、以下のよう
に考えられることがわかった。最も大きな問
題は、排外主義の解決や緩和のためには、ど
のような社会規範や政策枠組みを構築すれ
ばよいのだろうかというものである。市民権
論の理論視角によれば、排外主義とは行為者、
集合体または制度による市民としての承認
を拒む態度および行為と把握することがで
き、包摂的な市民権を創出することが解決の
糸口であると示唆される。たとえば英国は、
新英連邦移民に対する排外主義に対処する
ため比較的包摂的な多文化市民権を採用し
てきた。多文化市民権の前提となっているの
は諸問題が人種関係間で生起するという人
種関係パラダイムである。しかし人種関係パ
ラダイムは、移民の「超多様性」や極右政党
の台頭などの排外主義、およびマイノリティ
による過激主義によって 1990 年代以降ゆら
ぎを経験している。そのようなゆらぎに対応
するため、英国の多文化市民権は包摂性を回
復すべく、コミュニティ結合、宗教の編入、
間文化主義といった修正案ないしは代替案
に直面している。この傾向は、多文化市民権
を採用している他国も共有するものである。
一方、アジアの一国である日本は強固なエス
ニック市民権を残存させており、ヘイトスピ
ーチなどさらなる排外主義に対処するため
多文化市民権の採用とその後の検討が今後
求められるであろう。 
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